
１
月

日
に
開
会
し
た
第
２
１
３
回
通

常
国
会
が
６
月

日
に
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。
政
府
提
出
の
予
算
及
び
法
律

本

中

本
が
成
立
と
な
る
な
ど
、
皆
様
の
お

陰
で
無
事
に
会
期
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

政
策
立
案
に
お
い
て
は
、
地
域
の
発
展

と
日
本
の
た
め
、
皆
様
の
声
を
で
き
る
だ

け
反
映
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
経
済
や
社
会
保
障
の

充
実
に
関
す
る
議
論
で
は
、
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
そ
う
し
た
お
声
を

自
民
党
の
政
策
議
論
の
場
で
あ
る
部
会
等

で
発
言
し
、
今
国
会
で
合
計
出
席
回
数
は

１
３
５
４
回
と
な
り
ま
し
た
。

５
月

日
に
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
て
質
疑

に
立
つ
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
代
表
の
横

田
拓
也
さ
ん
を
含
む
４
名
の
参
考
人
の
皆

様
か
ら
法
律
の
整
備
や
防
衛
力
強
化
の
必

要
性
に
つ
い
て
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。

日
本
が
か
ね
て
よ
り
国
際
社
会
に
強
く
訴

え
て
き
た
拉
致
問
題
は
、
被
害
者
家
族
の

方
々
が
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
る
通
り
、
時

間
的
制
約
も
あ
り
、
ひ
と
と
き
も
揺
る
が

せ
に
で
き
な
い
人
権
問
題
、
人
道
問
題
で

す
。
解
決
に
は
、
国
際
的
な
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
当
時
に
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域
や

若
者
世
代
の
啓
蒙
活
動
も
さ
ら
に
進
め
る

必
要
が
あ
り
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
改
め
て
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

今
国
会
に
お
い
て
は
、
予
算
委
員
会
第

７
分
科
会
（
経
産
）
、
第
４
分
科
会
（
文

科
）
、
厚
生
労
働
委
員
会
、
法
務
委
員
会

な
ど
、
数
多
く
質
疑
に
立
つ
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。
日
頃
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
、
国
会
に
送
り
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
国
会
で
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
き
日
々
成
長
で
き
る
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
会
期
中
、
国
内
外
で
の
多
く
の
課

題
に
対
し
て
様
々
な
議
論
さ
れ
る
中
で
、

私
自
身
も
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。

一
部
派
閥
の
政
治
資
金
不
記
載
問
題
に

よ
っ
て
政
治
不
信
を
招
い
た
こ
と
は
、
党

に
所
属
す
る
国
会
議
員
の
一
人
と
し
て
大

変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

政
治
資
金
規
制
法
の
改
正
に
至
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
政
治
改

革
を
前
に
進
め
る
た
め
引
き
続
き
一
歩
ず

つ
取
り
組
み
、
政
治
へ
の
信
頼
を
回
復
で

き
る
よ
う
、
行
動
で
示
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
が
大
き

な
励
み
と
な
り
、
３
回
目
の
通
常
国
会
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様

に
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
日
本
の
た
め
、
国
民
の
皆

様
の
た
め
、
現
地
現
場
主
義
を
心
が
け
責

任
感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
、
一
意
専
心
、

職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2024

令和6年6月21日（金）

No.30

《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。

歳
。
豊

橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス

タ
ー
ト
。

歳
、
単
身
渡
欧
。

歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド

ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

歳
、
帰

国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ

ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就

任
。
２
０
１
９
年
第

回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。

２
０
２
１
年
第

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代

表
）
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し

初
当
選
。
前
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
。
現
在
、

国
連
世
界
食
糧
計
画
国
会
議
員
連

盟
事
務
局
長
、
自
由
民
主
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟
事

務
局
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
た
め
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
・

合
成
燃
料
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
な
ど
を
務
め
る
。
日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。

41

11

19

24

30
25

49

衆
議
院
議
員

第
２
１
３
回

通
常
国
会
閉
会

部会出席数

1354回
2024年6月21日現在

381時間
2024年6月21日現在

26

23

62

28

61



自然栽培でお米を作り始めて、
今年で8年目になります。

老若男女、障害の有無も関係なく
皆で泥んこになりながら
田植えをしました。

日本Well being 計画推進特命委員会の
事務局次長として、林芳正内閣官房長官、
加藤鮎子内閣府特命担当大臣へ提言の

申し入れをさせて頂きました。

お台場にあるシティサーキット東京ベイ
にて、2024年全日本カート選手権EV部門
のチーム体制発表会に大会名誉会長とし

て一言ご挨拶させて頂きました。 年一回ある豊橋南高校の同窓会に出席。
幅広い学年が集う会ですので、様々な学年の

方たちとの交流の場でもあります。
いつでも肩肘張らずに会える同級生たちとの

時間は貴重なひと時でした。

第26回国連世界食糧計画(WFP)国会議員連盟
総会に事務局長として司会進行を
務めさせていただきました。

南部アフリカ諸国外交団を代表しクワチャ・
チシザマウライ特命全権大使よりご挨拶い
ただき、アデインカ・バデジョ南部アフリカ
地域局長代行から、エルニーニョ現象による

緊急事態に関する報告を頂きました。

令和6年能登半島地震に関する被災者支援募金への協力のお願い

【令和６年能登半島地震被災者支援募金口座】

金融機関：北國銀行県庁支店
口座番号：（普）２８５９３
口座名義：石川県令和6年能登半島地震災害義援金

本年1月1日、能登半島を震源とする最大震度7を記録する地震が発生しました。
石川県はじめ広範囲に及ぶ被災地は、家屋の倒壊、火災など甚大な被害を
受けております。

どうか皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

サイバーセキュリティに関するPTの
事務局次長として、松本剛明総務大臣、
高市早苗経済安保担当大臣へ提言の
申し入れをさせて頂きました。

孤独・孤立対策特命委員会の事務局次長と
して岸田文雄内閣総理大臣へ取りまとめた

提言の申し入れをさせて頂きました

東郷町長選挙の石橋なおき候補の応援へ。
東郷町の未来のために共にお訴えをさせ
て頂きました。見事ご当選された石橋
なおき東郷町長の益々のご活躍をご祈念

申し上げます。

味の素フィールド西が丘にて日本・
EU50周年を記念した親善サッカー大会

に参加いたしました。
みんなと力を合わせて頑張りました！
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